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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ステーション（ＳＴＡ）で使用する方法であって、
　前記方法は、
　省電力モード（ＰＳＭ）を確立する第１のピアツーピア通信フレームを第２のＳＴＡに
送信するステップであって、前記第１のピアツーピア通信フレームが周期的スケジュール
を含む、ステップと、
　前記第１のピアツーピア通信フレームに応答して、前記ＰＳＭを確立する第２のピアツ
ーピア通信フレームを前記第２のＳＴＡから受信するステップであって、前記第２のピア
ツーピア通信フレームは、前記周期的スケジュールの許可を示すステータスコードを含む
、ステップと、
　オフチャネル上で前記第２のＳＴＡと通信するステップと、
　前記周期的スケジュールに基づいて前記ＰＳＭに入るステップと、
　前記ＳＴＡが前記第２のＳＴＡとの通信を行わない前記ＰＳＭのフェーズ中にベースチ
ャネル上でアクセスポイント（ＡＰ）と通信するステップと
　を備えることを特徴とする方法。
【請求項２】
　ＡＰ接続時間またはＡＰ接続期間の間に、パケット交換のためのプロトコルを決定する
ステップと、
　前記ＡＰ接続時間または前記ＡＰ接続期間の間に、前記パケット交換のための、前記Ａ
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Ｐとの媒体予約を確立するステップと
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＡＰと通信するために前記ＳＴＡがオフチャネル上にあることを条件として、チャ
ネルを前記ベースチャネルに切り替えるステップをさらに備えることを特徴とする請求項
２に記載の方法。
【請求項４】
　前記パケット交換の終わりに前記オフチャネルに戻るステップをさらに備えることを特
徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のピアツーピア通信フレームが、ＴＤＬＳ（tunneled direct link setup）の
ピアＰＳＭ（power save mode）要求フレームであることを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項６】
　前記第２のピアツーピア通信フレームが、ＴＤＬＳ（tunneled direct link setup）の
ピアＰＳＭ（power save mode）応答フレームであることを特徴とする請求項１に記載の
方法。
【請求項７】
　前記第１のピアツーピア通信フレームが、スケジュールされたまたはスケジュールされ
ていないアクセスポイント（ＡＰ）接続時間またはＡＰ接続期間を示す情報要素（ＩＥ）
を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第２のピアツーピア通信フレームが、代わりのスケジュールされたまたはスケジュ
ールされていないアクセスポイント（ＡＰ）接続時間またはＡＰ接続期間を示す情報要素
（ＩＥ）を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のピアツーピア通信フレームが、ＡＰを経由してトランスペアレントにまたは
直接前記別のＳＴＡに送信されることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のピアツーピア通信フレームが、データフレームにカプセル化されることを特
徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２のピアツーピア通信フレームが、データフレームにカプセル化されて受信され
ることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　ステーション（ＳＴＡ）であって、
　省電力モード（ＰＳＭ）を確立する第１のピアツーピア通信フレームを第２のＳＴＡに
送信するように構成される送信機であって、前記第１のピアツーピア通信フレームが周期
的スケジュールを含む、送信機と、
　前記第１のピアツーピア通信フレームに応答して、前記ＰＳＭを確立する第２のピアツ
ーピア通信フレームを前記第２のＳＴＡから受信するように構成される受信機であって、
前記第２のピアツーピア通信フレームは、前記周期的スケジュールの許可を示すステータ
スコードを含む、受信機と、
　前記周期的スケジュールに基づいて前記ＰＳＭに入るように構成されるプロセッサと
　を備え、
　前記送信機および前記受信機は、
　　オフチャネル上で前記第２のＳＴＡと通信し、
　　前記ＳＴＡが前記第２のＳＴＡとの通信を行わない前記ＰＳＭのフェーズ中にベース
チャネル上でアクセスポイント（ＡＰ）と通信する
　ようにさらに構成される、ことを特徴とするＳＴＡ。
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【請求項１３】
　前記プロセッサは、ＡＰ接続時間またはＡＰ接続期間の間に、パケット交換のためのプ
ロトコルを決定し、および前記ＡＰ接続時間または前記ＡＰ接続期間の間に、前記パケッ
ト交換のための、前記ＡＰとの媒体予約を確立するように構成されることを特徴とする請
求項１２に記載のＳＴＡ。
【請求項１４】
　前記ＡＰと通信するために前記ＳＴＡがオフチャネル上にあることを条件として、前記
プロセッサが、チャネルを前記ベースチャネルに切り替えるようにさらに構成されること
を特徴とする請求項１３に記載のＳＴＡ。
【請求項１５】
　前記プロセッサが、前記パケット交換の終わりに前記オフチャネルに戻るようにさらに
構成されることを特徴とする請求項１４に記載のＳＴＡ。
【請求項１６】
　前記送信機が、スケジュールされたまたはスケジュールされていないアクセスポイント
（ＡＰ）接続時間またはＡＰ接続期間を示す情報要素（ＩＥ）を含む第１のピアツーピア
通信フレームを送信するように構成されることを特徴とする請求項１２に記載のＳＴＡ。
【請求項１７】
　前記受信機が、代わりのスケジュールされたまたはスケジュールされていないアクセス
ポイント（ＡＰ）接続時間またはＡＰ接続期間を示す情報要素（ＩＥ）を含む第２のピア
ツーピア通信フレームを受信するように構成されることを特徴とする請求項１２に記載の
ＳＴＡ。
【請求項１８】
　前記送信機が、第１のピアツーピア通信フレームを、ＡＰを経由してトランスペアレン
トにまたは直接前記別のＳＴＡに送信するように構成されることを特徴とする請求項１２
に記載のＳＴＡ。
【請求項１９】
　前記送信機が、データフレームにカプセル化された前記第１のピアツーピア通信フレー
ム送信するようにさらに構成されることを特徴とする請求項１８に記載のＳＴＡ。
【請求項２０】
　前記受信機が、データフレームにカプセル化された前記第２のピアツーピア通信フレー
ムを受信するようにさらに構成されることを特徴とする請求項１２に記載のＳＴＡ。
【請求項２１】
　前記ＡＰと通信するステップは、前記ＡＰを介してネットワークにアクセスすることを
含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項２２】
　前記送信機および前記受信機は、前記ＡＰと通信してネットワークにアクセスするよう
にさらに構成されることを特徴とする請求項１２に記載のＳＴＡ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　インフラストラクチャＢＳＳ（ベーシックサービスセット）モードにおけるワイヤレス
ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）は、ＢＳＳ用のアクセスポイント（ＡＰ）およ
びＡＰに関連付けられた１つまたは複数のステーション（ＳＴＡ）を含み得る。ＡＰは、
分散システム（ＤＳ）に、またはＢＳＳ内へ、またそこから外へトラフィックを搬送する
別のタイプの有線もしくはワイヤレスネットワークにアクセスもしくはインタフェースす
ることができる。ＢＳＳ外から生じるＳＴＡへのトラフィックは、ＡＰを介して送られ得
る。ＳＴＡからＢＳＳ外の宛先へ生じるトラフィックは、ＡＰによってそれぞれの宛先に
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送られ得る。ＢＳＳ内のＳＴＡ間のトラフィックは、ＡＰを介して送られることができ、
ここでは、発信元ＳＴＡがトラフィックをＡＰに送ることができ、ＡＰがトラフィックを
宛先ＳＴＡに送る。そのようなＢＳＳ内のＳＴＡ間のトラフィックは、ピアツーピアトラ
フィックと呼ぶことができる。
【０００３】
　ＡＰを介してルーティングされるピアツーピアトラフィックは、非効率なことがある。
例えば、トラフィックは、発信元ＳＴＡからＡＰに、その後、ＡＰから宛先ＳＴＡに送ら
れることがあり、それによって同じ情報を２回送ることになる。各送信は、媒体アクセス
のオーバーヘッドを伴うことがあり、したがって、オーバーヘッドを２回招くことにもな
り得る。したがって、効率的なピアツーピア通信をセットアップし、運用するための方法
および装置を有することが望ましいだろう。
【発明の概要】
【０００４】
　ピアツーピア通信のための方法および装置が使用され得る。この方法および装置は、ピ
アツーピア通信セッションの間にネットワーク接続を可能にすることができる。装置は、
第１のピアツーピア通信フレームを送信し、それに応答して第２のピアツーピア通信フレ
ームを受信するように構成されているＳＴＡであってもよい。ＳＴＡは、別のＳＴＡとの
ピアツーピア通信セッションの間に、ＡＰと通信するように構成されることができる。Ａ
Ｐとの通信は、ＳＴＡが、他のＳＴＡとの直接通信を行わないときに起こり得る。
【図面の簡単な説明】
【０００５】
　一例の添付図面と併せて示す以下の説明から、より詳しい理解を得ることができる。
【０００６】
【図１Ａ】１つまたは複数の開示された実施形態が実行できる通信システムの例のシステ
ム図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示す通信システム内で使用することができる例示的なワイヤレス送受
信ユニット（ＷＴＲＵ）のシステム図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示す通信システム内で使用することができる例示的な無線アクセスネ
ットワークおよび例示的なコアネットワークのシステム図である。
【図２】例示的なピアツーピア通信フレームの図である。
【図３】例示的なＴＤＬＳセットアップ方法の流れ図である。
【図４】ピアツーピア通信の間、ＡＰ接続をセットアップするための例示的な方法の図で
ある。
【図５】ＳＴＡが、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続応答フレームで応答する例示的
な方法の流れ図である。
【図６】ＳＴＡが、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続応答フレームで応答する別の例
示的な方法の流れ図である。
【図７】ＳＴＡが、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続応答フレームで応答する別の例
示的な方法の流れ図である。
【図８】ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求フレームの例示的なフレームボディの
図である。
【図９】ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続応答フレームの例示的なフレームボディの
図である。
【図１０】ＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続要求フレームの例示的なフレーム
ボディの図である。
【図１１】ＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続応答フレームの例示的なフレーム
ボディの図である。
【図１２】ピアツーピア通信の間、ＡＰ接続をセットアップするための例示的な方法の流
れ図である。
【図１３】ＴＤＬＳピア省電力モード（ＰＳＭ）要求／応答フレームが、周期的スケジュ
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ールに基づいてＰＳＭをセットアップまたは変更する２つのＳＴＡ間で使用できる、例示
的な方法の流れ図である。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　図１Ａは、開示された１つまたは複数の実施形態が実行できる通信システム１００の例
の図である。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセージング、ブロード
キャストなどのコンテンツを、複数のワイヤレスユーザに提供する多元接続システムであ
り得る。通信システム１００は、複数のワイヤレスユーザが、ワイヤレス帯域幅を含むシ
ステムリソースの共有を通じて、そのようなコンテンツにアクセスできるようにすること
ができる。例えば、通信システム１００は、ＣＤＭＡ（符号分割多元接続）、ＴＤＭＡ（
時分割多元接続）、ＦＤＭＡ（周波数分割多元接続）、ＯＦＤＭＡ（直交ＦＤＭＡ）、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡ（シングルキャリアＦＤＭＡ）などの１つまたは複数のチャネルアクセス方
法を利用することができる。
【０００８】
　図１Ａに示されるように、通信システム１００は、ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲ
Ｕ）１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄ、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１
０４、コアネットワーク１０６、ＰＳＴＮ（公衆交換電話網）１０８、インターネット１
１０、および他のネットワーク１１２を含み得るが、開示された実施形態は、任意の数の
ＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を企図することが理
解されよう。ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのそれぞれは、ワイヤレ
ス環境において動作および／または通信するように構成されている任意のタイプのデバイ
スであり得る。例えば、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、ワイヤレ
ス信号を送信および／または受信するように構成されていてもよく、またユーザ機器（Ｕ
Ｅ）、移動局、固定または移動加入者ユニット、ページャ、セルラー電話、携帯情報端末
（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトップ、ネットブック、パーソナルコンピュータ、
ワイヤレスセンサ、大衆消費電子製品などを含み得る。
【０００９】
　通信システム１００は、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂも含み得る。基地局１１
４ａ、１１４ｂのそれぞれは、コアネットワーク１０６、インターネット１１０、および
／またはネットワーク１１２などの１つまたは複数の通信ネットワークへのアクセスを容
易にするために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの少なくとも
１つにワイヤレスでインタフェースするように構成されている任意のタイプのデバイスで
あり得る。例えば、基地局１１４ａ、１１４ｂは、ベーストランシーバ基地局（ＢＴＳ）
、Ｎｏｄｅ－Ｂ、ｅＮｏｄｅ　Ｂ、Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ－Ｂ、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅ　Ｂ
、サイト制御装置、アクセスポイント（ＡＰ）、ワイヤレスルータなどであってもよい。
基地局１１４ａ、１１４ｂは、それぞれ単一の要素として描かれているが、基地局１１４
ａ、１１４ｂは、任意の数の相互に接続された基地局および／またはネットワーク要素を
含み得ることが理解されよう。
【００１０】
　基地局１１４ａは、他の基地局および／またはネットワーク要素（図示せず）、例えば
基地局制御装置（ＢＳＣ）、無線ネットワーク制御装置（ＲＮＣ）、中継ノードなども含
み得るＲＡＮ１０４の部分であってもよい。基地局１１４ａおよび／または基地局１１４
ｂは、セル（図示せず）と呼ぶことができる特定の地理的な領域内でワイヤレス信号を送
信および／または受信するように構成されることができる。セルは、セルセクタにさらに
分割することができる。例えば、基地局１１４ａと関連付けられたセルは、３つのセクタ
に分割することができる。したがって、一実施形態において、基地局１１４ａは、３つの
送受信機、すなわち、１つがセルの各セクタに対する送受信機を含み得る。別の実施形態
において、基地局１１４ａは、ＭＩＭＯ（多入力多出力）技術を利用し、セルの各セクタ
用に複数の送受信機を使用することができる。
【００１１】
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　基地局１１４ａ、１１４ｂは、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのう
ちの１つまたは複数との間で、任意の適切なワイヤレス通信リンク（たとえば、無線周波
数（ＲＦ）、マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光線など）であり得る
エアインタフェース１１６を介して通信することができる。エアインタフェース１１６は
、任意の適切な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して確立されることができる。
【００１２】
　具体的には、上記のように、通信システム１００は、多元接続システムであってもよく
、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなどの１つまたは複数の
チャネルアクセス方式を利用することができる。例えば、ＲＡＮ１０４の基地局１１４ａ
およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ＷＣＤＭＡ（広帯域ＣＤＭＡ）を使用
するエアインタフェース１１６を確立することができるＵＴＲＡ（ＵＭＴＳ（Universal 
Mobile Telecommunications System）地上無線アクセス）などの無線技術を実施すること
ができる。ＷＣＤＭＡは、ＨＳＰＡ（高速パケットアクセス）および／またはＨＳＰＡ＋
（発展型ＨＳＰＡ）などの通信プロトコルを有することができる。ＨＳＰＡは、ＨＳＤＰ
Ａ（高速ダウンリンクパケットアクセス）および／またはＨＳＵＰＡ（高速アップリンク
パケットアクセス）を有することができる。
【００１３】
　別の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
は、ＬＴＥ（Long Term Evolution）および／またはＬＴＥ－Ａ（LTE-Advanced）を使用
してエアインタフェース１１６を確立することができる発展型ＵＭＴＳ地上無線アクセス
（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を実施することができる。
【００１４】
　他の実施形態において、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ
は、ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわち、ＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for M
icrowave Access））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤＭＡ２０００
　ＥＶ－ＤＯ、ＩＳ－２０００（Interim Standard 2000）、ＩＳ－９５（Interim Stand
ard 95）、ＩＳ－８５６（Interim Standard 856）、ＧＳＭ（Global System for Mobile
 Communications）（登録商標）、ＥＤＧＥ（Enhanced Data rates for GSM Evolution）
、ＧＥＲＡＮ（GSM EDGE）などの無線技術を実施することができる。
【００１５】
　図１Ａの基地局１１４ｂは、例えば、ワイヤレスルータ、Ｈｏｍｅ　Ｎｏｄｅ　Ｂ、Ｈ
ｏｍｅ　ｅＮｏｄｅ　Ｂ、またはアクセスポイントであってもよく、会社、家、車両、キ
ャンパスその他といった場所などの局所的なエリアにおいてワイヤレス接続を容易にする
ための任意の適切なＲＡＴを使用することができる。一実施形態において、基地局１１４
ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ８０２．１１などの無線技術を実施し
て、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を確立することができる。別の
実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ８０
２．１５などの無線技術を実施して、ワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡ
Ｎ）を確立することができる。また別の実施形態において、基地局１１４ｂおよびＷＴＲ
Ｕ１０２ｃ、１０２ｄは、セルラーベースのＲＡＴ（たとえば、ＷＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２
０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を使用して、ピコセルまたはフェムトセルを
確立することができる。図１Ａに示されるように、基地局１１４ｂは、インターネット１
１０への直接接続を有し得る。したがって、基地局１１４ｂは、コアネットワーク１０６
を介してインターネット１１０にアクセスする必要はなくてもよい。
【００１６】
　ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６と通信を行うことができ、コアネットワーク
１０６は、音声、データ、アプリケーション、および／またはＶｏＩＰサービスを、ＷＴ
ＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの１つまたは複数に提供するように
構成される任意のタイプのネットワークであってもよい。例えば、コアネットワーク１０
６は、呼制御、料金請求サービス、モバイル位置ベースのサービス、プリペイドコール、
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インターネット接続、ビデオ配信などを提供することができ、かつ／またはユーザ認証な
どの高レベルのセキュリティ機能を実行することができる。図１Ａには示していないが、
ＲＡＮ１０４および／またはコアネットワーク１０６は、直接的または間接的な通信を、
ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを利用する他のＲＡＮとの間で行えること
が理解されよう。例えば、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を使用することができるＲＡＮ１０４に
接続されていることに加えて、コアネットワーク１０６は、ＧＳＭ無線技術を利用する別
のＲＡＮ（図示せず）と通信を行うこともできる。
【００１７】
　コアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄがＰＳ
ＴＮ１０８、インターネット１１０、および／または他のネットワーク１１２にアクセス
するためのゲートウェイとしての機能を果たすこともできる。ＰＳＴＮ１０８は、ＰＯＴ
Ｓ（Plain Old Telephone Service）を提供する回線交換電話ネットワークを含むことが
できる。インターネット１１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルスイートにお
けるＴＣＰ（Transmission Control Protocol）、ＵＤＰ（User Datagram Protocol）お
よびＩＰ（Internet Protocol）などの一般的な通信プロトコルを使用する、相互接続さ
れたコンピュータネットワークおよびデバイスのグローバルシステムを含み得る。ネット
ワーク１１２には、他のサービスプロバイダによって所有および／または運用される有線
またはワイヤレス通信ネットワークが含まれ得る。例えば、ネットワーク１１２は、ＲＡ
Ｎ１０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを利用することができる１つまたは複数のＲＡ
Ｎに接続される別のコアネットワークを含んでいてもよい。
【００１８】
　通信システム１００におけるＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうち
の一部または全ては、マルチモード機能を有することができ、すなわち、ＷＴＲＵ１０２
ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、異なるワイヤレスリンクを介して異なるワイヤレ
スネットワークと通信するための複数の送受信機を備えることができる。例えば、図１Ａ
に示したＷＴＲＵ１０２ｃは、セルラーベースの無線技術を利用することができる基地局
１１４ａと、またＩＥＥＥ８０２無線技術を利用することができる基地局１１４ｂと通信
するように構成されることができる。
【００１９】
　図１Ｂは、例示的なＷＴＲＵ１０２のシステム図である。図１Ｂに示されるように、Ｗ
ＴＲＵ１０２は、プロセッサ１１８、送受信機１２０、送受信要素１２２、スピーカ／マ
イクロホン１２４、キーパッド１２６、ディスプレイ／タッチパッド１２８、取外し不可
能なメモリ１３０、取外し可能なメモリ１３２、電源１３４、ＧＰＳ（全地球測位システ
ム）チップセット１３６、および他の周辺装置１３８を含むことができる。ＷＴＲＵ１０
２は、実施形態と矛盾しない範囲で、上記の要素のうちの任意の部分的な組合せを含み得
ることが理解されよう。
【００２０】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来のプロセッサ、ＤＳＰ（
デジタル信号プロセッサ）、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと関連した１つまた
は複数のマイクロプロセッサ、制御装置、マイクロコントローラ、ＡＳＩＣ（特定用途向
け集積回路）、ＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）回路、他のタイプの
ＩＣ（集積回路）、状態機械などであり得る。プロセッサ１１８は、信号の符号化、デー
タ処理、動力制御、入力／出力処理、および／またはＷＴＲＵ１０２がワイヤレス環境に
おいて動作できるようにする任意の他の機能を実行することができる。プロセッサ１１８
は、送受信機１２０に結合されていてもよく、送受信機１２０は、送受信要素１２２に結
合されていてもよい。図１Ｂは、プロセッサ１１８および送受信機１２０を別個のコンポ
ーネントとして描いているが、プロセッサ１１８および送受信機１２０は、電子パッケー
ジまたはチップに一体化されていてもよいことが理解されよう。
【００２１】
　送受信要素１２２は、基地局（例えば、基地局１１４ａ）との間で、エアインタフェー
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ス１１６を介して信号を送信または受信するように構成されることができる。例えば、一
実施形態において、送受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信および／または受信するように
構成されるアンテナであってもよい。別の実施形態において、送受信要素１２２は、例え
ばＩＲ信号、ＵＶ信号、または可視光線信号を送信および／または受信するように構成さ
れるエミッタ／検出器であってもよい。また別の実施形態において、送受信要素１２２は
、ＲＦ信号および光信号の両方を送信および受信するように構成されていてもよい。送受
信要素１２２は、ワイヤレス信号の任意の組合せを送信および／または受信するように構
成されていてもよいことが理解されよう。
【００２２】
　また、送受信要素１２２は、図１Ｂにおいて単一の要素として描かれているが、ＷＴＲ
Ｕ１０２は、任意の数の送受信要素１２２を備えることができる。具体的には、ＷＴＲＵ
１０２は、ＭＩＭＯ技術を利用することができる。したがって、一実施形態において、Ｗ
ＴＲＵ１０２は、ワイヤレス信号をエアインタフェース１１６経由で送信および受信する
ための２つ以上の送受信要素１２２（例えば、複数のアンテナ）を備えることができる。
【００２３】
　送受信機１２０は、送受信要素１２２によって送信される信号を変調し、送受信要素１
２２によって受信される信号を復調するように構成され得る。上記のように、ＷＴＲＵ１
０２は、マルチモード機能を有することができる。したがって、送受信機１２０は、例え
ばＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１などの複数のＲＡＴを介してＷＴＲＵ１０２が通
信できるようにするための、複数の送受信機を含むことができる。
【００２４】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロホン１２４、キーパッド１
２６、および／またはディスプレイ／タッチパッド１２８（例えば、液晶ディスプレイ（
ＬＣＤ）の表示ユニットまたは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）の表示ユニット）に結合
することができ、それらからユーザ入力データを受信することができる。プロセッサ１１
８は、ユーザデータをスピーカ／マイクロホン１２４、キーパッド１２６、および／また
はディスプレイ／タッチパッド１２８に出力することもできる。また、プロセッサ１１８
は、取外し不可能なメモリ１３０および／または取外し可能なメモリ１３２などの任意の
タイプの適切なメモリとの間で、情報にアクセスしたり、データを格納したりすることが
できる。取外し不可能なメモリ１３０には、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ハードディスクまたは任意
の他のタイプの記憶装置が含まれ得る。取外し可能なメモリ１３２には、ＳＩＭ（加入者
識別モジュール）カード、メモリスティック、ＳＤ（セキュアデジタル（secure digital
））メモリカードなどが含まれ得る。他の実施形態において、プロセッサ１１８は、ＷＴ
ＲＵ１０２上、例えばサーバ上または家庭のコンピュータ（図示せず）上に物理的に位置
しないメモリとの間で、情報にアクセスしたり、データを格納したりすることができる。
【００２５】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることができ、その電力を、ＷＴＲ
Ｕ１０２内の他のコンポーネントへ分配および／または制御するように構成されていても
よい。電源１３４は、ＷＴＲＵ１０２に電力供給するための任意の適切なデバイスであっ
てよい。例えば、電源１３４には、１つまたは複数の乾電池（例えば、ニッケルカドミウ
ム（ＮｉＣｄ）、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル水素（ＮｉＭＨ）、リチウムイオ
ン（Ｌｉイオン）など）、太陽電池、燃料電池などが含まれ得る。
【００２６】
　プロセッサ１１８は、ＷＴＲＵ１０２の現在の位置に関する位置情報（例えば、経度お
よび緯度）を提供するように構成され得るＧＰＳチップセット１３６に結合され得る。Ｇ
ＰＳチップセット１３６からの情報に加えて、またはその代わりに、ＷＴＲＵ１０２は、
位置情報を、エアインタフェース１１６を介して基地局（例えば、基地局１１４ａ、１１
４ｂ）から受信および／またはその位置を２つ以上の近くの基地局から受信する信号のタ
イミングに基づいて判定することができる。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態と矛盾しない範
囲で、位置情報を任意の適切な位置判定方法によって獲得できることが理解されよう。
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【００２７】
　プロセッサ１１８は、さらなる特徴、機能および／または有線もしくはワイヤレス接続
を提供する１つまたは複数のソフトウェアモジュールおよび／またはハードウェアモジュ
ールを備え得る他の周辺装置１３８にさらに結合され得る。例えば、周辺装置１３８は、
加速度計、電子コンパス（e-compass）、衛星送受信機、（写真またはビデオ用の）デジ
タルカメラ、ＵＳＢポート、振動デバイス、テレビジョン送受信機、ハンズフリーヘッド
セット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール、周波数変調（ＦＭ）無線ユニット
、デジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデオゲームプレーヤモジュール、インタ
ーネットブラウザなどを含み得る。
【００２８】
　図１Ｃは、一実施形態によるＲＡＮ１０４およびコアネットワーク１０６のシステム図
である。上記のように、ＲＡＮ１０４は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとの間
でエアインタフェース１１６を介して通信するためにＥ－ＵＴＲＡ無線技術を利用するこ
とができる。ＲＡＮ１０４はまた、コアネットワーク１０６と通信を行うことができる。
【００２９】
　ＲＡＮ１０４は、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含み得るが、実施形
態と矛盾しない範囲で、ＲＡＮ１０４は、任意の数のｅＮｏｄｅ－Ｂを含んでもよいこと
が理解されよう。ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、それぞれ、ＷＴＲＵ
１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとの間でエアインタフェース１１６を介して通信するため
の１つまたは複数の送受信機を備えることができる。一実施形態において、ｅＮｏｄｅ－
Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、ＭＩＭＯ技術を実施することができる。したがって
、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａは、例えば、複数のアンテナを使用して、ＷＴＲＵ１０２ａと
の間でワイヤレス信号を送受信することができる。
【００３０】
　ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれぞれは、特定のセル（図示せず）
に関連付けることができ、無線リソース管理の決定、ハンドオーバの決定、アップリンク
および／またはダウンリンクにおけるユーザのスケジューリングなどを処理するように構
成され得る。図１Ｃに示されるように、ｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは
、Ｘ２インタフェースを介して互いに通信することができる。
【００３１】
　図１Ｃに示したコアネットワーク１０６は、移動管理ゲートウェイ（mobility managem
ent gateway）（ＭＭＥ）１４２、サービングゲートウェイ１４４、およびパケットデー
タネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ１４６を含み得る。上記の要素のそれぞれは、コ
アネットワーク１０６の部分として描かれているが、これらの要素のいずれか１つは、コ
アネットワーク運営者以外のエンティティによって所有および／または運用され得ること
が理解されよう。
【００３２】
　ＭＭＥ１４２は、ＲＡＮ１０４のｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃのそれ
ぞれに、Ｓ１インタフェースを介して接続することができ、制御ノードとしての機能を果
たすことができる。例えば、ＭＭＥ１４２の役目は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０
２ｃのユーザの認証、ベアラ（bearer）のアクティベーション／非アクティベーション、
ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃの最初のアタッチ（attach）の間に特定のサービ
ングゲートウェイを選択することなどであり得る。ＭＭＥ１４２はまた、ＲＡＮ１０４と
、ＧＳＭまたはＷＣＤＭＡなどの他の無線技術を利用する他のＲＡＮ（図示せず）とを切
り替えるための制御プレーン機能を提供することができる。
【００３３】
　サービングゲートウェイ１４４は、ＲＡＮ１０４内のｅＮｏｄｅ－Ｂ１４０ａ、１４０
ｂ、１４０ｃのそれぞれに、Ｓ１インタフェースを介して接続することができる。サービ
ングゲートウェイ１４４は、一般に、ユーザデータパケットをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｃとの間でルーティングおよび転送することができる。サービングゲートウェ
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イ１４４はまた、ｅＮｏｄｅ－Ｂ間のハンドオーバ中にユーザプレーンを固定すること、
ダウンリンクデータがＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ用に利用可能なときにペー
ジングをトリガすること、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテキストを管理
および記憶することなどの他の機能も行うことができる。
【００３４】
　サービングゲートウェイ１４４はＰＤＮゲートウェイ１４６に接続されていてもよく、
ＰＤＮゲートウェイ１４６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイ
スの間の通信を容易にするために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃにインターネ
ット１１０などのパケット交換ネットワークへのアクセスを提供することができる。ワイ
ヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）１５５のアクセスルータ（ＡＲ）１５０
は、インターネット１１０と通信を行うことができる。ＡＲ１５０は、ＡＰ１６０ａ、１
６０ｂ、および１６０ｃの間での通信を容易にすることができる。ＡＰ１６０ａ、１６０
ｂ、および１６０ｃは、ＳＴＡ１７０ａ、１７０ｂ、および１７０ｃと通信を行うことが
できる。
【００３５】
　コアネットワーク１０６は、他のネットワークとの通信を容易にすることができる。例
えば、コアネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと従来の固定
電話通信デバイスの間の通信を容易にするために、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２
ｃにＰＳＴＮ１０８などの回線交換ネットワークへのアクセスを提供することができる。
例えば、コアネットワーク１０６は、コアネットワーク１０６とＰＳＴＮ１０８の間のイ
ンタフェースとしての機能を果たすＩＰゲートウェイ（例えば、ＩＭＳ（ＩＰマルチメデ
ィアサブシステム）サーバ）を含むか、またはそれと通信することができる。また、コア
ネットワーク１０６は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに、他のサービスプロバ
イダによって所有および／または運用される他の有線またはワイヤレスネットワークを含
み得るネットワーク１１２へのアクセスを提供することができる。
【００３６】
　本明細書において、用語「ＳＴＡ」には、これらに限定はしないが、ワイヤレス送受信
ユニット（ＷＴＲＵ）、ユーザ装置（ＵＥ）、移動局、固定または移動加入者ユニット、
ページャ、セルラー電話、携帯情報端末（ＰＤＡ）、コンピュータ、モバイルインターネ
ットデバイス（ＭＩＤ）またはワイヤレス環境において動作可能な他のタイプのユーザデ
バイスが含まれる。また、用語「ＡＰ」には、これらに限定はしないが、基地局、Ｎｏｄ
ｅ－Ｂ、サイト制御装置、またはワイヤレス環境において動作可能な他のタイプのインタ
フェースデバイスが含まれる。
【００３７】
　用語「スケジュールされたＡＰ接続」は、本明細書では、それぞれ継続時間を有するＡ
Ｐ接続インスタンスのスケジュールまたはパターンによって定義することができ、取り決
められたスケジュールまたはパターンを変えるために２つのピアＳＴＡ間で更新すること
ができるＡＰ接続を指す。スケジュールされたＡＰ接続の例は、指定した開始または基準
時間を有する時間間隔で、周期的にＳＴＡがＡＰに接続することであり得る。用語「スケ
ジュールされていないＡＰ接続」は、本明細書では、それぞれ継続時間を有するいくつか
のＡＰ接続インスタンスによって定義することができ、いったん取り決められた２つのピ
アＳＴＡ間では更新され得ないＡＰ接続を指す。スケジュールされていないＡＰ接続の例
は、指定した開始または基準時間を有する２つの等しくない時間間隔で、ＳＴＡがＡＰに
接続することである。スケジュールされていないＡＰ接続の別の例は、指定した開始また
は基準時間を有する単一の時間間隔で、ＳＴＡがＡＰに接続することであり得る。
【００３８】
　ＢＳＳ内のＡＰが、その関連付けられたＳＴＡと通信するように動作するチャネルは、
本明細書では「ベースチャネル」呼ばれ得る。直接リンクがベースチャネルでないチャネ
ル上にある場合、このチャネルは、「オフチャネル」と呼ばれ得る。
【００３９】
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　方法および装置は、１００Ｍｂｐｓを超えるデータ送信を達成することができるＶＨＴ
（超高速スループット）ＷＬＡＮ用の拡張ＴＤＬＳ（tunneled direct link setup：トン
ネル直接リンクセットアップ）機構を提供することができる。ＷＬＡＮにおけるＶＨＴ適
用については、直接リンクの通信が、ＡＰとのスケジュールされたおよび／またはスケジ
ュールされていない接続時間／期間をサポートして、ピアツーピア用途に関連した情報を
取得することが望ましかろう。これは、オフチャネルまたは非ＢＳＳチャネル上の直接リ
ンクセットアップの場合に当てはまることがある。この応用例は、例えばＩＥＥＥ（Inst
itute of Electrical and Electronics Engineers）８０２．１１ａｃ／ａｄネットワー
クにおいてビデオプレーヤユニットおよびビデオ表示ユニットの中で、インターネット接
続を使用して、例えばインターネットゲーム、宣伝、推薦、オンラインビデオ情報など、
ピアＳＴＡ間のビデオ通信に関連したコンテンツおよびその他の情報を得ることであり得
る。
【００４０】
　ピアツーピア通信フレーム、例えばＴＤＬＳアクションフレームは、スケジュールされ
たおよび／またはスケジュールされていないＡＰ接続をサポートするために使用され得る
。ピアツーピア通信フレームは、管理フレームのサブタイプ「アクション」のものであっ
てもよく、肯定応答（ＡＣＫ）フレームを受信者のＳＴＡから、受信の成功の際にトリガ
することができる。別の変形形態において、スケジュールされたおよび／またはスケジュ
ールされていないＡＰ接続をサポートするために使用されるピアツーピア通信フレームは
、管理フレームのサブタイプ「アクションＮｏ　ＡＣＫ」のものであってもよく、ＡＣＫ
を受信者のＳＴＡから、受信の成功の際にトリガしなくてもよい。さらに、管理フレーム
のサブタイプ「アクションＮｏ　ＡＣＫ」のこれらのピアツーピア通信フレームは、統合
されたパケットデータユニットにおける送信用のデータフレーム、制御フレーム、および
管理フレームのうちの１つまたは複数とともにＳＴＡによって統合され得る。
【００４１】
　図２は、例示的なピアツーピア通信フレームの図である。図２を参照すると、ピアツー
ピア通信フレーム２００は、カテゴリフィールド２１０およびアクションフィールド２２
０を含み得る。アクションフィールド２２０は、例えば、ＴＤＬＳセットアップ要求、Ｔ
ＤＬＳセットアップ応答、またはＴＤＬＳテアダウンといったピアツーピア通信フレーム
のタイプを識別する値を含み得る。アクションフィールド２２０の値および対応するピア
ツーピア通信フレームの別の例が表１に列挙される。ピアツーピア通信フレーム２００は
、１つまたは複数のフィールドが情報要素（ＩＥ）であり得るピアツーピア通信フレーム
タイプに基づいて特定される他のフィールド２３０～２３０ｎを含むことができる。
【００４２】
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【表１】

【００４３】
　ＴＤＬＳ機構は、例えば、ピアツーピア通信フレームを修正することによって、または
ピアツーピア通信フレームを修正し、新たなピアツーピア通信フレームを追加することに
よって、ＡＰとのスケジュールされたおよび／またはスケジュールされていない接続期間
をサポートするために拡張され得る。新たなピアツーピア通信フレームに割り当てられる
アクションフィールド値は、表１に示されるような、ＩＥＥＥ８０２．１１ｚにおいて現
在予約されている数である１１から２５５から、柔軟で好都合な方法で選ぶことができる
。ＳＴＡは、データフレームまたは任意の他のフレームにおける、修正されたまたは新た
なピアツーピア通信フレームをカプセル化して、ＡＰを通過するトンネルを形成し、カプ
セル化されたフレームを直接またはＡＰを経由してＳＴＡに送信することができる。
【００４４】
　以下は、スケジュールされたおよびスケジュールされていないＡＰ接続時間／期間のた
めのサポートがＳＴＡにあるかどうかを示すことができるＴＤＬＳ要求およびＴＤＬＳ応
答フレームにおいて、ＳＴＡによって機能情報を送信するための第１の実施形態の例であ
る。これは、表２のリストに示されるように、ピアツーピア通信フレームを修正すること
によって達成され得る。
【００４５】
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【表２】

【００４６】
　図３は、例示的なＴＤＬＳセットアップ方法３００の流れ図である。ＴＤＬＳを起動す
るＳＴＡは、符号３１０で、ＴＤＬＳセットアップ要求フレームをデータフレーム内にカ
プセル化することができる。起動ＳＴＡは、符号３２０で、データフレームを、受信者Ｓ
ＴＡにＡＰを経由して送信して、ＴＤＬＳ直接リンクのセットアップを要求することがで
きる。ＴＤＬＳセットアップ要求フレームは、ＩＥＥＥ８０２．１１拡張機能の情報要素
を、そのフィールドのうちの１つとして含むことができる。１または複数ビットを含むサ
ブフィールドは、スケジュールされたおよびスケジュールされていないＡＰ接続時間／期
間のためのサポートが起動ＳＴＡにあるかどうか示すために、拡張機能の情報要素におい
て使用され得る。
【００４７】
　一変形形態において、１または複数ビットを含む専用サブフィールドが、スケジュール
されたＡＰ接続時間／期間のためのサポートを示すために使用され得る。このサブフィー
ルドは、スケジュールされていないＡＰ接続時間／期間のためのサポートを示すために使
用される１または複数ビットを含む専用サブフィールドとは異なり得る。したがって、Ｔ
ＤＬＳセットアップ要求フレームは、ＴＤＬＳを起動するＳＴＡが、スケジュールされた
およびスケジュールされていないＡＰ接続時間／期間のためのサポートを示すことができ
るように修正され得る。したがって、ＳＴＡは、ＴＤＬＳセットアップ要求フレームに含
まれる拡張機能の情報要素における、対応する１つまたは複数のサブフィールドを適切に
設定することによって、スケジュールされたおよびスケジュールされていないＡＰ接続の
ためのサポートを示すことができる。
【００４８】
　修正ＴＤＬＳセットアップ要求フレームの送信に応答して、起動ＳＴＡは、符号３３０
で、データフレーム内のカプセル化されたＴＤＬＳセットアップ応答フレームを受信する
ことができる。データフレームは、ＡＰを介して受信されてもよい。修正ＴＤＬＳセット
アップ要求フレームに応答するＳＴＡは、ＩＥＥＥ８０２．１１拡張機能の情報要素をＴ
ＤＬＳセットアップ応答フレームに含めることによって、スケジュールされたおよびスケ
ジュールされていないＡＰ接続時間／期間のためのサポートを示すことができる。修正Ｔ
ＤＬＳセットアップ要求フレームの場合に記載したように、１または複数ビットを含むサ
ブフィールドは、スケジュールされたおよびスケジュールされていないＡＰ接続時間／期
間のためのサポートがＳＴＡにあり得るかどうか示すために、拡張機能の情報要素におい
て使用され得る。
【００４９】
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　一変形形態において、１または複数ビットを含む専用サブフィールドは、スケジュール
されたＡＰ接続時間／期間のためのサポートの指示用に使用することができる。このサブ
フィールドは、スケジュールされていないＡＰ接続時間／期間のためのサポートを示すた
めに使用される１または複数ビットを含む専用サブフィールドとは異なり得る。したがっ
て、ＴＤＬＳセットアップ応答フレームは、修正ＴＤＬＳセットアップ要求フレームに応
答するＳＴＡが、スケジュールされたおよびスケジュールされていないＡＰ接続時間／期
間のためのサポートを示すことができるように修正され得る。したがって、ＳＴＡは、Ｔ
ＤＬＳセットアップ応答フレームに含まれる拡張機能の情報要素における、対応する１つ
または複数のサブフィールドを適切に設定することによって、スケジュールされたおよび
スケジュールされていないＡＰ接続のためのサポートを示すことができる。
【００５０】
　ＳＴＡは、スケジュールされたおよび／またはスケジュールされていないＡＰ接続時間
／期間のためのサポートがＳＴＡにあるかどうか示すＴＤＬＳ要求およびＴＤＬＳ応答フ
レームにおいて、機能情報を送信できるようにされ得る。この機能情報のＳＴＡによる送
信は、以下を使用して達成され得る：（１）表１にあるようなＩＥＥＥ８０２．１１ｚに
おける既存のＴＤＬＳ要求およびＴＤＬＳ応答フレームを適宜修正したもののうちのいず
れか、または（２）新たなＴＤＬＳ要求およびＴＤＬＳ応答フレーム。１または複数ビッ
トを含むサブフィールドが、スケジュールされたおよび／またはスケジュールされていな
いＡＰ接続時間／期間のためのサポートまたは機能がＳＴＡにあるかどうか示すために使
用され得る。一変形形態において、スケジュールされていないＡＰ接続時間／期間のため
のサポートまたは機能を示すために使用される１または複数ビットを含む専用の新たなサ
ブフィールドとは異なる、１または複数ビットを含む専用の新たなサブフィールドが、ス
ケジュールされたＡＰ接続時間／期間のためのサポートまたは機能を示すために使用され
得る。
【００５１】
　ＳＴＡは、スケジュールされた／スケジュールされていないＡＰ接続時間／期間情報を
、ＴＤＬＳ要求フレームにおいて、またＴＤＬＳ応答フレームにおいて送信できるように
され得る。ステータス情報は、ＴＤＬＳ応答フレームにおいて、ＴＤＬＳスケジュールさ
れた／スケジュールされていないＡＰ接続要求動作の成功または失敗を、また動作が失敗
に終わった場合、失敗の原因を示すために使用され得る。ＴＤＬＳスケジュールされた／
スケジュールされていないＡＰ接続要求動作について、以下の成功および失敗のインケー
ションがステータス情報において使用され得る：ＡＰ接続時間／期間情報が許可された、
ＡＰ接続時間／期間情報が拒絶された、およびＡＰ接続時間／期間情報は拒絶されたが代
わりのＡＰ接続時間／期間情報が提案された。
【００５２】
　図４は、ピアツーピア通信中にＡＰ接続をセットアップするための例示的な方法の図で
ある。ＳＴＡ１　４０５は、提案されているスケジュールされた／スケジュールされてい
ないＡＰ接続時間／期間を含むＴＤＬＳ要求フレーム４１０を、スケジュールされた／ス
ケジュールされていないＡＰ接続のためのサポートを示すＳＴＡ２　４１５に送ることが
できる。ＴＤＬＳ応答フレーム４２０における関連付けられたステータス情報が「ＡＰ接
続時間／期間情報は拒絶されたが代わりのＡＰ接続時間／期間情報が提案された」を示す
場合、ＳＴＡ２　４１５は、スケジュールされた／スケジュールされていないＡＰ接続時
間／期間情報を、ＴＤＬＳ応答フレーム４２０において送信することができる。ダイアロ
グトークンフィールドは、ＴＤＬＳ応答フレームとＴＤＬＳ要求フレームを合致させるた
めに、ＴＤＬＳ要求および応答フレームにおいて使用することができる。代わりのＡＰ接
続時間／期間情報は、そのＡＰ接続時間／期間情報を改変し、それを後続のＴＤＬＳ要求
フレームにおいてＳＴＡ２　４１５に送るために、起動側ＳＴＡによって使用され得る。
【００５３】
　許可を示すステータスコードを含むＴＤＬＳ応答フレームのＳＴＡ２　４１５からの受
信が成功した後、符号４３０で、提案されているスケジュールされた／スケジュールされ
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Ａは、スケジュールされた／スケジュールされていないＡＰ接続を、取り決められたＡＰ
接続時間／期間に従って維持することができる。ＴＤＬＳ直接リンクがオフチャネル４４
０上にある場合、ピアＳＴＡ間で取り決められているスケジュールされた／スケジュール
されていないＡＰ接続時間／期間によって許容される各ＡＰ接続期間４７０内ずっと、ピ
アＳＴＡ４０５、４１５は、ＡＰ４５５と通信するためにベースチャネル４５０に切り替
わり、その後オフチャネル４６０に戻ることができる。スケジュールされた／スケジュー
ルされていないＡＰ接続時間／期間情報のＳＴＡによる送信は、以下を使用して達成され
得る：（１）表１に示されるようなＴＤＬＳ要求およびＴＤＬＳ応答フレームを適宜修正
したもののうちのいずれか、または（２）修正したＴＤＬＳ要求およびＴＤＬＳ応答フレ
ーム。
【００５４】
　スケジュールされたＡＰ接続時間／期間情報を送信するために、ＡＰ接続スケジュール
情報要素と呼ばれ得る情報要素が定義され得る。例えば、この情報要素は、要素ＩＤ、長
さ、およびスケジュール情報、例えば開始時間、終了時間、継続時間、周期性、およびど
の時間間隔がＡＰ接続のために使用され得るかを記載する基準タイミングを含むフィール
ドを有し得る。ピアＳＴＡ４０５と４１５の間でいったん確立したＡＰ接続スケジュール
は、ピアＳＴＡ４０５、４１５のいずれか片方が、ＴＤＬＳ要求／応答切替え手順で現在
のＡＰ接続スケジュールを明示的に更新するまで、またはＴＤＬＳ直接リンクがテアダウ
ンされるまで有効であり得る。
【００５５】
　スケジュールされていない接続時間／期間情報を送信するために、ＡＰ接続時間／期間
情報要素と呼ばれ得る情報要素が定義され得る。例えば、この情報要素は、要素ＩＤ、長
さ、および接続時間／期間情報、例えば開始時間、終了時間、継続時間、どの時間間隔が
ＡＰ接続のために使用され得るかを記載する基準タイミングを、その順序または任意の他
の順序で含むフィールドを有し得る。ＡＰ接続時間／期間フィールドまたは情報要素は、
ＡＰ接続時間間隔はただ１つしか指定できないことに留意されたい。ピアＳＴＡ４０５と
４１５の間でいったん確立した、スケジュールされていないＡＰ接続時間／期間の取決め
は、取り決められたＡＰ接続時間／期間の終了またはＴＤＬＳ直接リンクのテアダウンの
いずれか先に起こる方の時点まで有効であり得る。いったん確立した、スケジュールされ
ていないＡＰ接続時間／期間の取決め（agreement）は、ピアＳＴＡ４０５、４１５のい
ずれか一方によっては更新され得ない。
【００５６】
　ＳＴＡがＡＰ４５５と通信することを必要とするとき、ＳＴＡ１　４０５は、スケジュ
ールされた／スケジュールされていないＡＰ接続時間／期間情報を、ＴＤＬＳ要求フレー
ム４１０およびＴＤＬＳ応答フレーム４２０を使用して送信することによって、ＡＰ接続
時間／期間をセットアップすることができる。例えば、表３に示されるような、ＴＤＬＳ
スケジュールされたＡＰ接続要求フレームおよびＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続応
答フレームが利用できる。ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求フレームおよびＴＤ
ＬＳスケジュールされたＡＰ接続応答フレームは、ＴＤＬＳ直接リンク上にある間、スケ
ジュールされたＡＰ接続時間／期間をサポートすることができる。
【００５７】
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【表３】

【００５８】
　ＳＴＡは、提案されているＡＰ接続スケジュールを含む、ＴＤＬＳスケジュールされた
ＡＰ接続要求フレームを、スケジュールされたＡＰ接続のためのサポートを示すピアＳＴ
Ａに送ることができる。ピアＳＴＡは、以下の３つのうちの１つに設定されたステータス
コードを含む、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続応答フレームで応答することができ
る：（１）提案されているＡＰ接続スケジュールを許可、（２）提案されているＡＰ接続
スケジュールを拒絶、または（３）提案されているＡＰ接続スケジュールを拒絶し、代わ
りのスケジュールを提案。
【００５９】
　図５は、ＳＴＡが、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求フレームに対して、提案
されているＡＰ接続スケジュールを許可するように設定されたステータスコードを含む、
ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続応答フレームで応答する例示的な方法５００の図で
ある。ＳＴＡは、符号５１０で、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求フレームを受
信し、符号５２０で、提案されているＡＰ接続スケジュールを許可することができる。Ｓ
ＴＡは、符号５３０で、ＡＰ接続スケジュールを確立することができる。
【００６０】
　図６は、ＳＴＡが、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求フレームに対して、提案
されているＡＰ接続スケジュールを拒絶するように設定されたステータスコードを含む、
ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続応答フレームで応答する例示的な方法６００の図で
ある。ＳＴＡは、符号６１０で、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求フレームを受
信し、符号６２０で、提案されているＡＰ接続スケジュールを拒絶することができる。提
案されているＡＰ接続スケジュールが拒絶されると、ＳＴＡは、符号６３０で、継続中の
ピアツーピア通信を続けることができる。
【００６１】
　図７は、ＳＴＡが、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求フレームに対して、提案
されているＡＰ接続スケジュールを拒絶し、代わりのスケジュールを提案するように設定
されたステータスコードを含む、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続応答フレームで応
答する例示的な方法７００の図である。ＳＴＡは、符号７１０で、第１のＴＤＬＳスケジ
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ュールされたＡＰ接続要求フレームを受信し、符号７２０で、受信したＴＤＬＳスケジュ
ールされたＡＰ接続要求フレーム内で示される、提案されているＡＰ接続スケジュールを
拒絶することができる。ＳＴＡは、符号７３０で、第１のＴＤＬＳスケジュールされたＡ
Ｐ接続応答フレームにおいて代わりのスケジュールを送信することができる。それに応答
して、ＳＴＡは、符号７４０で、第２のＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求フレー
ムを受信することができる。ＳＴＡは、符号７５０で、許可を示す、第２のＴＤＬＳスケ
ジュールされたＡＰ接続応答フレームを送信し、符号７６０で、提案されているＡＰ接続
スケジュールを確立することができる。
【００６２】
　いったん確立したＡＰ接続スケジュールは、ＳＴＡのいずれか片方が、ＴＤＬＳスケジ
ュールされたＡＰ接続要求／応答切替え手順で現在のＡＰ接続スケジュールを明示的に更
新するまで、またはＴＤＬＳ直接リンクがテアダウンされるまで有効であり得る。ＳＴＡ
は、ＡＰ接続を、ネゴシエートされたＡＰ接続スケジュールに従って維持することができ
る。ＴＤＬＳ直接リンクがオフチャネル上にある場合、ＳＴＡ間の確立したＡＰ接続スケ
ジュールによって許容される各ＡＰ接続期間内ずっと、ＳＴＡは、ＡＰと通信するために
ベースチャネルに切り替わり、その後オフチャネルに戻ることができる。
【００６３】
　ＳＴＡは、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求フレームをデータフレーム内にカ
プセル化し、直接またはＡＰを経由してそれをピアＳＴＡに送信して、ＴＤＬＳ直接リン
ク上にある間、スケジュールされたＡＰ接続時間／期間をセットアップまたは変更するこ
とができる。ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求フレーム８００のフレームボディ
は、図８に示した情報を含み得る。
【００６４】
　例えば、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求フレーム８００のフレームボディは
、カテゴリフィールド８１０、アクションフィールド８２０、ダイアログトークンフィー
ルド８３０、リンク識別子フィールド８４０、およびＡＰ接続スケジュール８５０を含み
得る。図８を参照すると、カテゴリフィールド８１０は、ＴＤＬＳを表す値に設定され得
る。アクションフィールド８２０は、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求を表す値
に設定され得る。
【００６５】
　ダイアログトークンフィールド８３０は、ＳＴＡによって選ばれた値に設定することが
でき、アクション応答フレームとアクション要求フレームを合致させるために使用するこ
とができる。この値は、対応するＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続応答フレームがま
だ受信されていない、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求フレームの中で一意にな
るように決定され得る。
【００６６】
　リンク識別子フィールド８４０は、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ｚに規定されるよう
なリンク識別子情報要素を含み得る。この情報要素は、ＴＤＬＳ直接リンクを識別する情
報を含み得る。リンク識別子情報要素は、要素ＩＤ、長さ、ＢＳＳＩＤ、ＴＤＬＳ起動側
ＳＴＡアドレス、およびＴＤＬＳ応答側ＳＴＡアドレスを含むフィールドを含み得る。
【００６７】
　ＡＰ接続スケジュールフィールド８５０は、ＡＰ接続のためのスケジュールを指定する
ことができる。これは、このフィールドを、ＡＰ接続スケジュールおよび他の関連した情
報を含む情報要素に設定することによって達成され得る。情報要素は、この目的で規定さ
れ、ＡＰ接続スケジュール情報要素と呼ぶことができる。例えば、この情報要素は、要素
ＩＤ、長さ、並びに例えば、開始時間、終了時間、継続時間、周期性、およびどの時間間
隔がＡＰ接続のために使用され得るかを記載する基準タイミングなどのスケジュール情報
を含むフィールドを含み得る。
【００６８】
　ＳＴＡは、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求フレームに応答して、ＴＤＬＳス
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ケジュールされたＡＰ接続応答フレームをデータフレーム内にカプセル化し、直接または
ＡＰを経由してそれをピアＳＴＡに送信することができる。ＴＤＬＳスケジュールされた
ＡＰ接続応答フレーム９００のフレームボディは、図９に示した情報を含み得る。
【００６９】
　例えば、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続応答フレーム９００のフレームボディは
、カテゴリフィールド９１０、アクションフィールド９２０、ダイアログトークンフィー
ルド９３０、ステータスコードフィールド９４０、リンク識別子フィールド９５０、およ
びＡＰ接続スケジュールフィールド９６０を含み得る。図９を参照すると、カテゴリフィ
ールド９１０は、ＴＤＬＳを表す値に設定され得る。アクションフィールド９２０は、Ｔ
ＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続応答を表す値に設定され得る。
【００７０】
　ダイアログトークンフィールド９３０は、ＴＤＬＳスケジュールされた、対応する受信
したＡＰ接続要求フレームに含まれる値に設定され得る。このフィールドは、アクション
応答フレームとアクション要求フレームを合致させるために使用され得る。
【００７１】
　ステータスコードフィールド９４０は、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求動作
の成功または失敗を、また動作が失敗に終わった場合、失敗の原因を示すように設定され
得る。ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求動作について、以下の成功および失敗の
インジケーションが使用され得る：ＡＰ接続スケジュールが許可された、ＡＰ接続スケジ
ュールが拒絶された、およびＡＰ接続スケジュールは拒絶されたが代わりのスケジュール
が提案された。ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求動作についてのこれらの成功お
よび失敗のインジケーションを表すために、ＩＥＥＥ８０２．１１における既存のステー
タスコードに追加のステータスコードを加えてもよい。
【００７２】
　リンク識別子フィールド９５０は、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ｚに規定されるよう
なリンク識別子情報要素を含み得る。この情報要素は、ＴＤＬＳ直接リンクを識別する情
報を含み得る。リンク識別子情報要素は、要素ＩＤ、長さ、ＢＳＳＩＤ、ＴＤＬＳ起動側
ＳＴＡアドレス、およびＴＤＬＳ応答側ＳＴＡアドレスを含むフィールドを含み得る。
【００７３】
　ＡＰ接続スケジュールフィールド９６０は、ＡＰ接続のためのスケジュールを指定する
ことができ、ステータスコードフィールドが「ＡＰ接続スケジュールは拒絶されたが代わ
りのスケジュールが提案された」に対応する場合のみ、存在し得る。ＡＰ接続スケジュー
ルは、このフィールドを、ＡＰ接続スケジュールおよび他の関連した情報を含む情報要素
に設定することによって指定することができる。情報要素は、この目的で規定され、ＡＰ
接続スケジュール情報要素と呼ぶことができる。ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要
求フレームのために規定される情報要素は、ここで使用され得る。例えば、この情報要素
は、要素ＩＤ、長さ、並びに開始時間、終了時間、継続時間、周期性、およびどの時間間
隔がＡＰ接続のために使用され得るかを記載する基準タイミングなどのスケジュール情報
を含むフィールドを含み得る。
【００７４】
　ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求および応答フレームを利用することの代わり
として、ＴＤＬＳ直接リンク上にある間、スケジュールされていないＡＰ接続時間／期間
をサポートするために、ＳＴＡは、表３に示されるような、ＴＤＬＳスケジュールされて
いないＡＰ接続要求フレームおよびＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続応答フレ
ームを利用することができる。
【００７５】
　ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求フレームと同様に、ＳＴＡは、ＴＤＬＳスケ
ジュールされていないＡＰ接続要求フレームをデータフレーム内にカプセル化し、直接ま
たはＡＰを経由してそれをピアＳＴＡに送信して、ＴＤＬＳ直接リンク上にある間、スケ
ジュールされていないＡＰ接続時間／期間をセットアップまたは変更することができる。
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ＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続要求フレーム１０００のフレームボディは、
図１０に示した情報を含み得る。
【００７６】
　例えば、ＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続要求フレーム１０００のフレーム
ボディは、カテゴリフィールド１０１０、アクションフィールド１０２０、ダイアログト
ークンフィールド１０３０、リンク識別子フィールド１０４０、およびＡＰ接続時間／期
間フィールド１０５０を含み得る。図１０を参照すると、カテゴリフィールド１０１０は
、ＴＤＬＳを表す値に設定され得る。アクションフィールド１０２０は、ＴＤＬＳスケジ
ュールされていないＡＰ接続要求を表す値に設定され得る。
【００７７】
　ダイアログトークンフィールド１０３０は、ＳＴＡによって選ばれた値に設定し、アク
ション応答フレームとアクション要求フレームを合致させるために使用することができる
。この値は、対応するＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続応答フレームがまだ受
信されていない、ＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続要求フレームの中で一意に
なるように決定され得る。
【００７８】
　リンク識別子フィールド１０４０は、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ｚに規定されるよ
うなリンク識別子情報要素を含み得る。この情報要素は、ＴＤＬＳ直接リンクを識別する
情報を含み得る。リンク識別子情報要素は、要素ＩＤ、長さ、ＢＳＳＩＤ、ＴＤＬＳ起動
側ＳＴＡアドレス、およびＴＤＬＳ応答側ＳＴＡアドレスを含むフィールドを含み得る。
【００７９】
　ＡＰ接続時間／期間フィールド１０５０は、ＡＰ接続のための時間／期間を指定するこ
とができる。これは、このフィールドを、ＡＰ接続時間／期間および他の関連した情報を
含む情報要素に設定することによって達成され得る。情報要素は、この目的で規定され、
ＡＰ接続時間／期間情報要素と呼ぶことができる。例えば、この情報要素は、要素ＩＤ、
長さ、および例えば開始時間、終了時間、継続時間、およびどの時間間隔がＡＰ接続のた
めに使用され得るかを記載する基準タイミングといった接続時間／期間情報を含むフィー
ルドを含み得る。ＡＰ接続時間／期間フィールドまたは情報要素は、ＡＰ接続時間間隔ま
たは期間もただ１つしか指定できないことに留意されたい。
【００８０】
　ＳＴＡは、ＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続要求フレームに応答して、ＴＤ
ＬＳスケジュールされていないＡＰ接続応答フレームをデータフレーム内にカプセル化し
、直接またはＡＰを経由してそれをピアＳＴＡに送信することができる。ＴＤＬＳスケジ
ュールされていないＡＰ接続応答フレーム１１００のフレームボディは、図１１に示す情
報を含み得る。
【００８１】
　例えば、ＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続応答フレーム１１００のフレーム
ボディフレームボディは、カテゴリフィールド１１１０、アクションフィールド１１２０
、ダイアログトークンフィールド１１３０、ステータスコードフィールド１１４０、リン
ク識別子フィールド１１５０、およびＡＰ接続時間／期間フィールド１１６０を含み得る
。図１１を参照すると、カテゴリフィールド１１１０は、ＴＤＬＳを表す値に設定され得
る。アクションフィールド１１２０は、ＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続応答
を表す値に設定され得る。
【００８２】
　ダイアログトークンフィールド１１３０は、ＴＤＬＳスケジュールされていない、対応
する受信したＡＰ接続要求フレームに含まれる値に設定され得る。このフィールドは、ア
クション応答フレームとアクション要求フレームを合致させるために使用され得る。
【００８３】
　ステータスコードフィールド１１４０は、ＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続
要求動作の成功または失敗を、また動作が失敗に終わった場合、失敗の原因を示すように
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設定され得る。ＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続要求動作について、以下の成
功および失敗のインジケーションが使用され得る：ＡＰ接続時間／期間が許可された、Ａ
Ｐ接続時間／期間が拒絶された、およびＡＰ接続時間／期間は拒絶されたが代わりの時間
／期間が提案された。ＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続要求動作についてのこ
れらの成功および失敗のインジケーションを表すために、ＩＥＥＥ８０２．１１における
ステータスコードに追加のステータスコードを加えてもよい。
【００８４】
　リンク識別子フィールド１１５０は、例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ｚに規定されるよ
うなリンク識別子情報要素を含み得る。この情報要素は、ＴＤＬＳ直接リンクを識別する
情報を含み得る。リンク識別子情報要素は、要素ＩＤ、長さ、ＢＳＳＩＤ、ＴＤＬＳ起動
側ＳＴＡアドレス、およびＴＤＬＳ応答側ＳＴＡアドレスを含むフィールドを含み得る。
【００８５】
　ＡＰ接続時間／期間フィールド１１６０は、ＡＰ接続のための時間／期間を指定するこ
とができ、ステータスコードフィールドが「ＡＰ接続時間／期間は拒絶されたが代わりの
時間／期間が提案された」に対応する場合に、存在し得る。ＡＰ接続時間／期間は、この
フィールドを、ＡＰ接続時間／期間および他の関連した情報を含む情報要素に設定するこ
とによって指定することができる。情報要素は、この目的で規定され、ＡＰ接続時間／期
間情報要素と呼ぶことができる。ＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続要求フレー
ムのために規定される情報要素は、ここで使用され得る。例えば、この情報要素は、要素
ＩＤ、長さ、および例えば開始時間、終了時間、継続時間、およびどの時間間隔がＡＰ接
続のために使用され得るかを記載する基準タイミングといった接続時間／期間情報を含む
フィールドを含み得る。ＡＰ接続時間／期間フィールドまたは情報要素は、ＡＰ接続時間
間隔または期間もただ１つしか指定できないことに留意されたい。
【００８６】
　ＳＴＡが、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求フレームを送る例と同様に、ＳＴ
Ａは、ＡＰ接続時間／期間要素を含む、ＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続要求
フレームを、スケジュールされていないＡＰ接続のためのサポートを示すことができるピ
アＳＴＡに送ることができる。ピアＳＴＡは、以下の３つのうちの１つに適宜設定された
ステータスコードを含む、ＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続応答フレームで応
答することができる：（１）提案されているＡＰ接続時間／期間要素を許可、（２）提案
されているＡＰ接続時間／期間要素を拒絶、（３）提案されているＡＰ接続時間／期間要
素を拒絶したが、代わりのＡＰ接続時間／期間要素を提案。
【００８７】
　第１の例において、ＡＰ接続時間／期間の取決めが、ピアＳＴＡ間で確立され得る。第
２の例において、ＡＰ接続時間／期間の取決めは確立されない。第３の例において、代わ
りのＡＰ接続時間／期間要素が、新たなＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続要求
フレームを生成するために起動側ＳＴＡによって使用され得る。許可を示すステータスコ
ードを含む、ＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続応答フレームの受信が成功した
後、提案されているＡＰ接続時間／期間の取決めが、ピアＳＴＡ間で確立され得る。
【００８８】
　いったん確立したＡＰ接続時間／期間の取決めは、取り決められたＡＰ接続時間／期間
の終了またはＴＤＬＳ直接リンクのテアダウンのいずれか先に起こる方の時点まで有効で
あり得る。いったん確立したＡＰ接続時間／期間の取決めは、ＳＴＡのいずれか一方によ
っては更新され得ない。ＳＴＡは、ＡＰ接続を、取り決められたＡＰ接続時間／期間に従
って維持することができる。ＴＤＬＳ直接リンクがオフチャネル上にある場合、ＳＴＡ間
の取り決められたＡＰ接続時間／期間によって許容される各ＡＰ接続期間内ずっと、ＳＴ
Ａは、ＡＰと通信するためにベースチャネルに切り替わり、その後オフチャネルに戻るこ
とができる。
【００８９】
　第２の例示的な実施形態において、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続要求フレーム
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とＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続要求フレームは、スケジュールされたおよ
びスケジュールされていないＡＰ接続時間／期間の両方に必要とされる全ての情報を含む
、ＴＤＬＳ　ＡＰ接続要求フレームと呼ばれる１つのフレームにマージされ得る。ＳＴＡ
は、ＴＤＬＳ　ＡＰ接続要求フレームをデータフレーム内にカプセル化し、直接またはＡ
Ｐを経由してそれをピアＳＴＡに送信して、ＴＤＬＳ直接リンク上にある間、スケジュー
ルされたおよび／またはスケジュールされていないＡＰ接続時間／期間をセットアップま
たは変更することができる。同様に、ＴＤＬＳスケジュールされたＡＰ接続応答フレーム
とＴＤＬＳスケジュールされていないＡＰ接続応答フレームは、スケジュールされたおよ
びスケジュールされていないＡＰ接続時間／期間の両方に必要とされる全ての情報を含む
、ＴＤＬＳ　ＡＰ接続応答フレームと呼ぶ１つのフレームにマージされ得る。ＳＴＡは、
ＴＤＬＳ　ＡＰ接続要求フレームに応答して、ＴＤＬＳ　ＡＰ接続応答フレームをデータ
フレームにカプセル化し、直接またはＡＰを経由してそれをピアＳＴＡに送信することが
できる。
【００９０】
　図１２は、ピアツーピア通信の間、ＡＰ接続をセットアップするための例示的な方法１
２００の概説図である。図１２を参照すると、ＳＴＡは、符号１２１０で、第１のピアツ
ーピア通信フレームを送信することができる。それに応答して、ＳＴＡは、符号１２２０
で、第２のピアツーピア通信フレームを受信し、符号１２３０で、ＡＰとの通信を開始す
ることができる。ＡＰとの通信の開始およびタイミングは、符号１２１０の第１のピアツ
ーピア通信フレーム、符号１２２０の第２のピアツーピア通信フレーム、またはその両方
の組合せの中に示される情報に基づくことができる。
【００９１】
　以下は、８０２．１１ｚピアツーピア通信フレームを、表４のリストに示されるように
修正することによって、スケジュールされた／スケジュールされていないＡＰ接続時間／
期間情報を、ＳＴＡがＴＤＬＳ要求およびＴＤＬＳ応答フレームにおいて送信するための
例である。
【００９２】
【表４】

【００９３】
　図１３は、ＴＤＬＳピア省電力モード（ＰＳＭ：power save mode）要求／応答フレー
ムが、ＰＳＭを周期的スケジュールに基づいてセットアップまたは変更するために、２つ
のピアＳＴＡ間で使用され得る例示的な方法１３００の流れ図である。省電力モード用の
周期的スケジュールは、ピアＳＴＡによってＡＰ接続のために使用することができ、ここ
でＳＴＡは、図１３に示されるように、ＳＴＡがピアツーピア直接通信を行うことが予想
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されない間隔においてＡＰ接続を維持することができる。図１３を参照すると、ＳＴＡは
、符号１３１０で、スケジュールされた／スケジュールされていないＡＰ接続時間／期間
情報を、ＴＤＬＳピアＰＳＭ要求フレームにおいて明示的に送信することもできる。言い
換えれば、ＰＳＭスケジュールは、ピアツーピア通信がアクティブでないとき、ＡＰ接続
のために暗黙的に使用され得る、またはＡＰ接続は、ＴＤＬＳピアＰＳＭ要求フレームに
おいて明示的に指定され得る。ステータス情報は、ＴＤＬＳピアＰＳＭ応答フレームにお
いて、ＴＤＬＳスケジュールされた／スケジュールされていないＡＰ接続要求動作の成功
または失敗を、また動作が失敗に終わった場合、失敗の原因を示すために使用され得る。
ＳＴＡは、ステータス情報フィールドが「ＡＰ接続時間／期間情報は拒絶されたが代わり
のＡＰ接続時間／期間情報が提案された」を示す場合に、符号１３２０で、スケジュール
された／スケジュールされていないＡＰ接続時間／期間情報を、ＴＤＬＳピアＰＳＭ応答
フレームにおいて受信することができる。ダイアログトークンフィールドは、ＴＤＬＳピ
アＰＳＭ応答フレームとＴＤＬＳピアＰＳＭ要求フレームを合致させるために、これらの
ＴＤＬＳピアＰＳＭ要求および応答フレームにおいて使用され得る。次いで、ＳＴＡは、
符号１３３０で、ＳＴＡが別のＳＴＡとのピアツーピア直接通信を行わないという条件下
で、メッセージをＡＰに送信することができる。
【００９４】
　以下は、スケジュールされた／スケジュールされていないＡＰ接続時間／期間情報を、
ＳＴＡがＴＤＬＳ要求およびＴＤＬＳ応答フレームにおいて送信するための第３の実施形
態の例である。これは、表５に示されるように、ＩＥＥＥ８０２．１１ｚのピアツーピア
通信フレームを修正することによって達成され得る。
【００９５】
【表５】

【００９６】
　ＩＥＥＥ８０２．１１ｚにおいて、チャネルを切り替えるために、ＴＤＬＳチャネル切
替え要求／応答フレームは、２つのＳＴＡ間で使用され得る。修正した手順において、Ｓ
ＴＡは、スケジュールされた／スケジュールされていないＡＰ接続時間／期間情報を、Ｔ
ＤＬＳチャネル切替え要求フレームにおいて送信することができる。ステータス情報は、
ＴＤＬＳチャネル切替え応答フレームにおいて、ＴＤＬＳスケジュールされた／スケジュ
ールされていないＡＰ接続要求動作の成功または失敗を、また動作が失敗に終わった場合
、失敗の原因を示すために使用され得る。ＳＴＡは、ステータス情報フィールドが「ＡＰ
接続時間／期間情報は拒絶されたが代わりのＡＰ接続時間／期間情報が提案された」を示
す場合に、スケジュールされた／スケジュールされていないＡＰ接続時間／期間情報を、
ＴＤＬＳチャネル切替え応答フレームにおいて送信することができる。
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【００９７】
　第４の例示的な実施形態において、新たな拡張トンネル直接リンクセットアップ（ＥＴ
ＤＬＳ）を実施することができ、ここでは、ＩＥＥＥ８０２．１１ｚのＴＤＬＳ機構の一
部または全ての態様および上記の新たな拡張機能のうちの１つまたは複数が含まれる。そ
のような新たなＥＴＤＬＳ機構は、ＷＬＡＮにおいて、ＩＥＥＥ８０２．１１ｚのＴＤＬ
Ｓとは別に存在し、動作することができる。
【００９８】
　第５の例示的な実施形態において、直接ピアツーピア通信の範囲内にあるが、異なるＡ
Ｐと関連付けられている２つのＳＴＡの間でトンネルＤＬＳが確立された場合、方法およ
び装置が、ここで第１のＡＰ、２つのＡＰ間の接続、および第２のＡＰを横切るトンネル
経路に適用され得る。２つのＳＴＡは、そのそれぞれのＡＰとのＡＰ接続を、本明細書に
記載の機構でこのＡＰ接続の取決めを確立することによって、取り決められたＡＰ接続時
間／期間の間、維持することができる。
【００９９】
　第６の例示的な実施形態において、ＳＴＡは、ＡＰ接続時間／期間内に、イニシアチブ
をとってパケット交換のためのプロトコルを決定することができる。例えば、パケット交
換のための決定されたプロトコルは、データを送受信するためのＭＡＣプロトコルであり
得る。ＳＴＡは、ＡＰ接続時間／期間の間に、プロトコルを決定して、データ交換のため
にＡＰとの１つまたは複数の媒体予約（medium reservation）を確立することができる。
例えばＳＴＡは、「逆方向プロトコル（Reverse Direction Protocol）」と呼ばれるＩＥ
ＥＥ８０２．１１ｎのパケット交換機構と類似する手順を使用することができ、ここでは
、「逆方向」の起動側ＳＴＡ、この場合はＳＴＡが、「逆方向」の応答側、この場合はＡ
Ｐへパケットを送信したり、そこからパケットを取得したりすることができる。ＳＴＡは
、ＡＰ接続時間／期間の間に、任意の利用可能な手段を使用して、データ交換のためにＡ
Ｐとのスケジュールを容易にすることができる。ＳＴＡは、ＡＰ接続時間／期間をＩＥＥ
Ｅ８０２．１１の電力管理方式のウェイク（wake）時間／期間に合わせることによって、
ＩＥＥＥ８０２．１１の電力管理方式のうちの任意のものを使用することができる。例え
ば、ＳＴＡは、ＩＥＥＥ８０２．１１機構を使用して、スケジュールされた／スケジュー
ルされていない自動省電力供給（ＡＰＳＤ）をセットアップし、データを受信することが
できる。ＳＴＡが使用できる別の機構は、ＰＳ－ＰｏｌｌフレームをＡＰに送って、バッ
ファされたデータを受信する省電力（ＰＳ）機構である。
【０１００】
　ＳＴＡは、以下の通りにするかどうか決定する論理回路を、それ自体に実装していても
よい：（１）スケジュールされたおよびスケジュールされていないＡＰ接続動作の両方を
使用、（２）スケジュールされたＡＰ接続動作のみ使用、（３）スケジュールされていな
いＡＰ接続動作のみ使用、（４）スケジュールされたまたはスケジュールされていないＡ
Ｐ接続動作のどちらも使用しない。関連した構成情報を入力することによって、ユーザが
この選択に影響を与えることができる、ＳＴＡ内に実装されたユーザインタフェースがあ
ってもよい。
【０１０１】
　実施形態
１．ステーション（ＳＴＡ）において使用するための方法であって、
　第１のピアツーピア通信フレームを受信するステップ、および第１のピアツーピア通信
フレームに応答して、第２のピアツーピア通信フレームを送信するステップを含む方法。
２．別のＳＴＡとのピアツーピア通信セッションの間に、前記ＳＴＡが前記別のＳＴＡと
の直接通信を行わないという条件下で、アクセスポイント（ＡＰ）と通信するステップを
さらに含む実施形態１の方法。
３．ＳＴＡが省電力モード（ＰＳＭ）にある実施形態１または２の方法。
４．第１のピアツーピア通信フレーム内で示される、スケジュールされたまたはスケジュ
ールされていないＡＰ接続時間または期間を拒絶するステップをさらに含むいずれか１つ
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の前述の実施形態の方法。
５．第２のピアツーピア通信フレームが、代わりのスケジュールされたまたはスケジュー
ルされていないＡＰ接続時間または期間を示すいずれか１つの前述の実施形態の方法。
６．第１のピアツーピア通信フレーム内で示される、スケジュールされたまたはスケジュ
ールされていないＡＰ接続時間または期間を許可するステップをさらに含む実施形態１～
３または５のうちのいずれか１つの方法。
７．ＡＰ接続時間または期間の間に、パケット交換のためのプロトコルを決定するステッ
プをさらに含むいずれか１つの前述の実施形態の方法。
８．ＡＰ接続時間または期間の間に、パケット交換のための、ＡＰとの媒体予約を確立す
るステップをさらに含むいずれか１つの前述の実施形態の方法。
９．ＳＴＡがオフチャネル上にあるという条件下で、ＡＰチャネルに切り替えるステップ
をさらに含むいずれか１つの前述の実施形態の方法。
１０．ＡＰチャネル上でＡＰと通信するステップをさらに含む実施形態９の方法。
１１．ＡＰとの通信の後、オフチャネルに切り替えるステップをさらに含む実施形態９の
方法。
１２．第１のピアツーピア通信フレームがセットアップ要求フレームであるいずれか１つ
の前述の実施形態の方法。
１３．第２のピアツーピア通信フレームがセットアップ応答フレームであるいずれか１つ
の前述の実施形態の方法。
１４．第１のピアツーピア通信フレームがチャネル切替え要求フレームであるいずれか１
つの前述の実施形態の方法。
１５．第２のピアツーピア通信フレームがチャネル切替え応答フレームであるいずれか１
つの前述の実施形態の方法。
１６．第１のピアツーピア通信フレームがトンネル直接リンクセットアップ（ＴＤＬＳ）
フレームであるいずれか１つの前述の実施形態の方法。
１７．第２のピアツーピア通信フレームがトンネル直接リンクセットアップ（ＴＤＬＳ）
フレームであるいずれか１つの前述の実施形態の方法。
１８．第１のピアツーピア通信フレームがアクションフレームであるいずれか１つの前述
の実施形態の方法。
１９．第２のピアツーピア通信フレームがアクションフレームであるいずれか１つの前述
の実施形態の方法。
２０．第１のピアツーピア通信フレームがピア省電力モード（ＰＳＭ）要求フレームであ
るいずれか１つの前述の実施形態の方法。
２１．第２のピアツーピア通信フレームがピア省電力モード（ＰＳＭ）応答フレームであ
るいずれか１つの前述の実施形態の方法。
２２．第１のピアツーピア通信フレームが、ＡＰを経由してトランスペアレントに受信さ
れるいずれか１つの前述の実施形態の方法。
２３．第１のピアツーピア通信フレームが、他のＳＴＡから直接受信されるいずれか１つ
の前述の実施形態の方法。
２４．第１のピアツーピア通信フレームが、データフレーム内にカプセル化されるいずれ
か１つの前述の実施形態の方法。
２５．第２のピアツーピア通信フレームが、データフレーム内にカプセル化されて送信さ
れるいずれか１つの前述の実施形態の方法。
２６．ステーション（ＳＴＡ）において使用するための方法であって、第１のピアツーピ
ア通信フレームを送信するステップ、および第１のピアツーピア通信フレームに応答して
、第２のピアツーピア通信フレームを受信するステップを含む方法。
２７．別のＳＴＡとのピアツーピア通信セッションの間に、前記ＳＴＡが前記別のＳＴＡ
との直接通信を行わないという条件下で、アクセスポイント（ＡＰ）と通信するステップ
をさらに含む実施形態２６の方法。
２８．ＳＴＡが省電力モード（ＰＳＭ）にある実施形態２６または２７の方法。
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２９．第１のピアツーピア通信フレームが、スケジュールされたまたはスケジュールされ
ていないＡＰ接続時間または期間を示す実施形態２６～２８のうちのいずれか１つの方法
。
３０．第２のピアツーピア通信フレームが、代わりのスケジュールされたまたはスケジュ
ールされていないＡＰ接続時間または期間を示す実施形態２６～２９のうちのいずれか１
つの方法。
３１．第２のピアツーピア通信フレーム内で示される、スケジュールされたまたはスケジ
ュールされていないＡＰ接続時間または期間を許可するステップをさらに含む実施形態２
６～３０のうちのいずれか１つの方法。
３２．第２のピアツーピア通信フレーム内で示される、スケジュールされたまたはスケジ
ュールされていないＡＰ接続時間または期間を拒絶するステップをさらに含む実施形態２
６～３０のうちのいずれか１つの方法。
３３．ＡＰ接続時間または期間の間に、パケット交換のためのプロトコルを決定するステ
ップをさらに含む実施形態２６～３２のうちのいずれか１つの方法。
３４．ＡＰ接続時間または期間の間に、パケット交換のための、ＡＰとの媒体予約を確立
するステップをさらに含む実施形態２６～３３のうちのいずれか１つの方法。
３５．ＳＴＡがオフチャネル上にあるという条件下で、ＡＰチャネルに切り替えるステッ
プをさらに含む実施形態２６～３４のうちのいずれか１つの方法。
３６．ＡＰチャネル上でＡＰと通信するステップをさらに含む実施形態３５の方法。
３７．ＡＰとの通信の後、オフチャネルに切り替えるステップをさらに含む実施形態３５
の方法。
３８．第１のピアツーピア通信フレームがセットアップ要求フレームである実施形態２６
～３７のうちのいずれか１つの方法。
３９．第２のピアツーピア通信フレームがセットアップ応答フレームである実施形態２６
～３８のうちのいずれか１つの方法。
４０．第１のピアツーピア通信フレームがチャネル切替え要求フレームである実施形態２
６～３９のうちのいずれか１つの方法。
４１．第２のピアツーピア通信フレームがチャネル切替え応答フレームである実施形態２
６～４０のうちのいずれか１つの方法。
４２．第１のピアツーピア通信フレームがトンネル直接リンクセットアップ（ＴＤＬＳ）
フレームである実施形態２６～４１のうちのいずれか１つの方法。
４３．第２のピアツーピア通信フレームがトンネル直接リンクセットアップ（ＴＤＬＳ）
フレームである実施形態２６～４２のうちのいずれか１つの方法。
４４．第１のピアツーピア通信フレームがアクションフレームである実施形態２６～４３
のうちのいずれか１つの方法。
４５．第２のピアツーピア通信フレームがアクションフレームである実施形態２６～４４
のうちのいずれか１つの方法。
４６．第１のピアツーピア通信フレームがピア省電力モード（ＰＳＭ）要求フレームであ
る実施形態２６～４５のうちのいずれか１つの方法。
４７．第２のピアツーピア通信フレームがピア省電力モード（ＰＳＭ）応答フレームであ
る実施形態２６～４６のうちのいずれか１つの方法。
４８．第１のピアツーピア通信フレームが、ＡＰを経由してトランスペアレントに送信さ
れる実施形態２６～４７のうちのいずれか１つの方法。
４９．第１のピアツーピア通信フレームが、直接他のＳＴＡに送信される、実施形態２６
～４８のうちのいずれか１つの方法。
５０．第１のピアツーピア通信フレームが、データフレーム内にカプセル化される実施形
態２６～４９のうちのいずれか１つの方法。
５１．第２のピアツーピア通信フレームが、データフレーム内にカプセル化されて受信さ
れる実施形態２６～５０のうちのいずれか１つの方法。
５２．いずれか１つの前述の実施形態の方法を実行するように構成されている局（ＳＴＡ
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【０１０２】
　特徴および要素を、具体的な組合せで上に記載しているが、各特徴または要素は、単独
でまたは他の特徴および要素との任意の組合せで使用され得ることが当業者には理解され
よう。また、本明細書に記載の方法は、コンピュータまたはプロセッサによって実行する
ために、コンピュータ可読媒体に組み込まれたコンピュータプログラム、ソフトウェア、
またはファームウェアに実装できる。コンピュータ可読メディアの例には、（有線または
ワイヤレス接続を介して送信される）電子信号およびコンピュータ可読記憶媒体が含まれ
る。コンピュータ可読記憶媒体の例には、限定はされないが、ＲＯＭ、ＲＡＭ、レジスタ
、キャッシュメモリ、半導体メモリデバイス、内部ハードディスクおよびリムーバブルデ
ィスク、光磁気媒体などの磁気媒体、ならびにＣＤ－ＲＯＭディスク、およびＤＶＤ（デ
ジタル多用途ディスク）などの光学媒体が含まれる。ソフトウェアと関連したプロセッサ
は、ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末、基地局、ＲＮＣ、または任意のホストコンピュータにおいて
使用するために、無線周波数送受信機を実装するために使用され得る。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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